
同

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

五四三

次は
じ
め
に

多
数
決
の
濫
用

-
二
四
七
条
一
項
三
号
の
要
件

2
立
証
責
任
の
軽
減

3
多
数
決
滋
用
決
議
の
効
力

4
特
別
利
害
関
係
の
意
義

5
特
別
利
害
関
係
人
の
人
的
範
囲

6
不
当
決
議
の
物
的
範
囲

議
決
権
の
濫
用
を
理
由
と
し
た
議
決
権
行
使
禁
止
の
仮
処
分

自
己
株
式
取
得
手
続
に
お
け
る
議
決
権
排
除

お
わ
り
に

は
じ
め
に

株
式
会
社
に
お
け
る
株
主
間
利
害
調
整
は
資
本
多
数
決
と
株
主
平
等

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

回

津

章

フE

原
則
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
支
配
的
利
害
関
係
に
つ
い
て
は
資
本
多

数
決
が
、
株
主
資
格
に
基
づ
く
経
済
的
利
害
関
係
に
つ
い
て
は
株
主
平

等
原
則
が
利
害
調
整
規
準
と
し
て
機
能
す
る
。
し
か
し
、
株
主
資
格
に

基
づ
か
な
い
経
済
的
利
害
関
係
に
つ
い
て
会
社
法
は
積
極
的
な
株
主
間

利
害
謁
整
措
霞
を
講
じ
て
お
ら
、
ず
、
多
数
派
株
、
玉
は
資
本
多
数
決
を
通

じ
て
会
社
の
意
思
決
定
を
支
配
し
、
少
数
株
主
の
様
牲
に
お
い
て
個
人

的
利
益
を
追
求
し
う
る
。
議
決
権
の
濫
用
、
多
数
決
の
濫
用
の
典
型
的

な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
方
策
の
一
つ
が
特
別
利
害
関
係
人

の
議
決
権
規
制
で
あ
る
。
か
つ
て
は
一
般
的
事
前
的
な
予
防
規
制
で
あ

る
議
決
権
排
除
制
度
が
と
ら
れ
た
が
、
資
本
多
数
決
原
理
お
よ
び
議
決

権
の
性
質
上
問
題
と
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
改
正
は
同
制
度
を
全
廃
し
個

別
的
事
後
的
規
制
た
る
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
行
使
に
よ
る
不
当

決
議
の
取
消
(
ニ
四
七
条
一
項
三
号
)
へ
と
移
行
し
た
。
し
か
し
そ
の

後
、
議
決
権
濫
用
に
対
す
る
事
前
規
制
と
い
う
意
味
で
国
際
航
業
事
件

を
契
機
と
し
て
議
決
権
行
使
禁
止
の
仮
処
分
の
可
否
が
論
じ
ら
れ
、
平

成
六
年
に
は
自
己
株
式
取
得
手
続
に
お
い
て
議
決
権
排
除
制
度
が
復
活

一
八
九



し
て
い
る
。
議
決
権
の
濫
用
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
制
に
つ
い
て
理
論

上
解
釈
上
の
若
干
の
問
題
点
を
検
討
す
る
。

多
数
決
の
濫
用

ー
、
ニ
四
七
条
一
項
三
号
の
要
件

議
決
権
の
濫
用
に
つ
い
て
規
定
す
る
ニ
四
七
条
一
項
一
一
一
号
の
構
成

要
件
は
、
①
特
別
利
窓
口
関
係
人
の
議
決
権
行
使
、
②
著
し
く
不
当
な
内

容
の
総
会
決
議
の
成
立
、
@
⑤
と
②
と
の
因
果
関
係
で
あ
る
。
議
決
権

排
除
制
度
と
の
大
き
な
違
い
は
、
②
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
特
別
利
害

関
係
の
有
無
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ω
客
観
的
要
件

寸
不
当
ナ
ル
」
決
議
に
お
け
る
不
当
性
の
内
容
は
、
決
議
に
よ
っ
て

一
部
の
株
主
が
合
理
的
理
由
な
く
利
得
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
の
株
主

が
不
当
に
損
害
を
蒙
る
こ
と
、
即
ち
株
主
聞
の
不
平
等
に
帰
着
す
〈
記
。

利
得
や
損
害
は
金
銭
の
ほ
か
支
配
・
勢
力
な
ど
そ
れ
を
生
み
出
す
原
動

力
も
含
む
。
こ
の
抽
象
的
要
件
の
各
決
議
事
項
へ
の
あ
て
は
め
は
不
当

決
議
の
物
的
範
囲
で
検
討
す
る
。

寸
箸
シ
ク
L

の
意
味
に
つ
い
て
は
、
軽
微
な
場
合
を
除
く
趣
旨
で
は

な
く
、
不
公
正
さ
の
判
断
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
不
公
正

三
九
O

さ
の
明
白
性
を
要
求
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
《
ぷ
(
尚
、

二
八

O
条
ノ
二
第
二
項
、
二
八

O
条
ノ
一
一
第
一
項
参
照
)
。
不
公
正
さ

が
軽
微
で
も
明
白
な
ら
無
視
す
べ
き
で
な
く
、
寸
著
シ
ク
不
当
ナ
ル
決

議
」
と
は
単
な
る
不
当
決
議
と
同
義
で
あ
る
と
解
す
る
。
そ
し
て
不
公

正
さ
が
軽
微
な
場
合
に
は
裁
量
棄
却
(
一
一
五
一
条
)
も
可
能
と
解
れ
刻
。

J
決
議
L

に
は
否
決
決
議
は
含
ま
れ
な
い
。
形
式
的
に
は
取
消
対
象

と
な
る
決
議
が
不
成
立
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
否
決
決
議
を
取
消
し
て

も
決
議
が
成
立
す
る
わ
け
で
は
な
く
現
状
に
変
更
を
生
じ
な
い
の
で
訴

え
の
利
益
が
無
い
か
ら
で
札
記
。

「
特
別
ノ
利
害
関
係
ヲ
有
ス
ル
株
主
ガ
議
決
権
ヲ
行
使
」
と
い
う
文

言
に
よ
れ
ば
、
特
別
利
害
関
係
株
主
が
他
人
の
議
決
権
を
代
浬
行
使
す

る
場
合
又
は
自
己
の
議
決
権
を
他
人
に
代
理
行
使
さ
せ
る
場
合
、
及
び

実
質
上
の
株
主
が
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
場
合
の
名
義
株
主
の
議

決
権
行
使
も
含
ま
れ
よ
う
。
非
株
主
た
る
特
別
利
害
関
係
人
が
株
主
の

議
決
権
を
代
理
行
使
(
例
え
ば
非
株
主
た
る
取
締
役
が
役
員
報
酬
決
議

に
お
い
て
議
決
権
を
代
理
行
使
)
し
た
場
合
も
、
特
別
利
害
関
係
「
株

主
L

と
い
う
文
言
上
は
難
が
有
る
が
、
特
別
利
害
関
係
が
議
決
権
行
使

を
通
じ
て
決
議
へ
反
映
す
る
点
は
同
じ
な
の
で
、
三
号
に
含
ま
れ
る
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
規
制
の
対
象
が
寸
株
主
に
よ
る
」
議
決
権
行
使
で

は
な
く
株
主
の
有
す
る
議
決
権
の
「
行
使
」
だ
か
ら
で
あ
〈
説
。
昭
和
五

六
年
改
正
前
の
条
文
は
特
別
利
害
関
係
「
者
」
と
規
定
し
て
い
た
の
で



こ
の
場
合
も
含
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
一
二
号
の
寸
株
主
L

と
い
う
文

一
一
↓
一
一
口
で
は
難
が
あ
る
と
い
え
る
。
「
株
主
」
と
い
う
文
言
を
改
正
前
の
「
者
」

に
一
再
び
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

「
因
リ
テ
」
と
い
う
文
号
白
か
ら
も
、
因
果
関
係
が
要
求
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
議
決
権
排
除
制
度
の
欠
陥
是
正
の
た

め
に
の
み
同
制
度
の
廃
止
が
行
な
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
特
別
利
害
関
係

株
主
の
議
決
権
数
を
出
席
株
主
の
議
決
権
数
か
ら
除
い
て
も
決
議
が
成

立
す
る
場
合
、
従
前
と
開
様
に
こ
の
因
果
関
係
は
切
断
さ
れ
る
と
解
す

べ
き
で
あ
る
。

ω
主
観
的
要
件

決
議
の
動
機
・
目
的
と
い
っ
た
主
観
的
要
件
は
決
議
の
付
随
的
要
素

に
す
ぎ
ず
、
客
観
的
要
件
を
具
備
し
た
場
合
に
主
観
的
要
件
の
存
在
を

推
定
す
れ
ば
足
り
記
。
一
二
号
で
は
機
関
改
正
試
案
第
一
の
四
1
a
ハ
に

あ
っ
た
主
観
的
要
件
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
法
の
権
利
濫
用

の
客
観
説
に
よ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
全
部
が
あ
る
が
、
客
観
説
は
社

会
経
済
上
の
過
大
な
損
失
に
論
拠
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

会
社
の
内
部
紛
争
で
あ
る
株
主
総
会
に
お
け
る
少
数
株
主
の
利
益
侵
害

の
場
合
に
及
ぼ
す
こ
と
は
妥
当
で
は
な
ぱ
。
む
し
ろ
主
観
的
要
件
の
積

極
的
な
立
証
を
少
数
株
主
に
求
め
る
と
救
済
の
実
効
性
を
殺
ぐ
こ
と
が

主
観
的
要
件
を
条
文
上
明
文
化
し
て
い
な
い
理
由
で
あ
ろ
う
。

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

2
、
立
証
責
任
の
軽
減

不
当
決
議
の
要
件
は
不
明
確
で
証
明
が
難
し
い
し
問
、
議
決
権
排
除

制
度
の
下
で
は
特
別
利
筈
関
係
人
の
決
議
参
加
自
体
が
決
議
方
法
の
法

令
違
反
と
し
て
取
消
事
由
と
さ
れ
た
こ
と
と
の
均
衡
か
ら
も
少
数
株
主

保
護
の
た
め
に
立
証
責
任
を
軽
減
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
別
利
害
関
係

株
主
の
決
議
参
加
の
結
果
決
議
が
成
立
し
た
場
合
に
会
社
側
に
決
議
内

容
の
公
正
さ
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
有
力
な
乳
粧
が
あ
る
が
、
一
一
一
号

の
文
言
解
釈
と
し
て
立
証
責
任
の
転
換
を
読
み
と
る
こ
と
は
摺
難
と
の

指
摘
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
特
別
利
害
関
係
株
主
の
決
議
参
加
に
よ
る
決

議
成
立
は
、
不
当
決
議
を
推
認
さ
せ
る
一
事
実
(
間
接
事
実
)
と
い
え

る
の
で
、
決
議
事
項
に
よ
っ
て
は
こ
れ
に
加
え
て
決
議
内
容
に
公
正
妥

当
と
思
わ
れ
る
基
準
か
ら
の
議
離
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
、

J
応

の
推
定
」
が
成
立
す
る
と
解
し
て
お
く
。

3
、
多
数
決
濫
用
決
議
の
効
力

一
二
号
は
少
な
く
と
も
多
数
決
濫
用
の
一
形
態
を
規
定
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
多
数
決
濫
用
と
の
関
係
、
特
に
一
ニ
号
が
決
議
取

消
事
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
無
効
事
由
説
も
あ
っ
た
多
数
決

濫
用
決
議
の
効
力
を
如
何
に
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

昭
和
五
六
年
改
正
前
の
多
数
決
濫
用
決
議
の
効
力
に
関
す
る
堂
一
昨
に

三
九
一



は
、
①
良
俗
違
反
と
し
て
無
効
事
由
、
②
特
別
利
害
関
係
人
の
決
議
参

加
の
場
合
と
の
権
衡
を
理
由
に
取
消
事
由
、
③
多
数
決
濫
用
否
認
論
な

ど
が
あ
っ
た
。
現
在
は
多
数
決
濫
用
決
議
の
効
力
に
つ
い
て
取
消
事
由

説
と
無
効
事
由
残
存
説
と
が
対
立
し
て
い
る
。
特
別
利
害
関
係
人
が
参

加
し
た
不
当
性
が
強
く
推
測
さ
れ
る
決
議
が
取
消
事
由
に
と
ど
ま
り

(
一
一
一
号
)
、
特
別
利
害
関
係
人
が
加
わ
ら
な
か
っ
た
決
議
が
無
効
と
さ
れ

る
の
で
は
均
衡
が
と
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
従
来
は
多
数
決
濫
用
は
決

議
内
容
が
明
文
規
定
に
違
反
せ
ず
違
法
性
が
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い

か
ら
決
議
取
消
事
由
に
と
ど
め
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
つ
つ
も
、
決

議
内
容
の
穣
庇
だ
か
ら
や
む
な
く
無
効
事
自
に
含
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
機
関
改
正
試
案
は
議
決
権
の
濫
用
を
決
議
取
消
事
由
と
し
て
い
た

が
(
第
一
の
四

a
ハ
、
第
一
の
ニ

7
の
(
注
)
)
、
一
二
号
は
そ
の
修
文
で
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
取
消
事
由
説
を
支
持
す
一
一
目
。
し
か
し
、
三
号
に
は
特

別
利
害
関
係
と
い
う
要
件
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
要
件
に
当
て
は
ま
ら

な
い
よ
う
な
場
合
を
如
何
に
考
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
問
題
を
巡
っ
て
取
消
事
由
説
も
、
一
二
号
の
適
用
説
と
類
推
適
用

説
と
に
分
か
れ
る
。
少
数
株
主
追
放
目
的
の
極
端
な
高
比
率
の
株
式
併

合
決
議
の
よ
う
に
決
議
内
容
か
ら
は
特
別
利
害
関
係
の
存
在
を
直
ち
に

認
め
が
た
い
場
合
に
も
、
特
別
利
害
関
係
の
意
味
を
非
常
に
広
く
解
し
、

決
議
の
不
当
性
か
ら
そ
こ
に
個
人
的
動
機
が
存
在
し
特
別
利
害
関
係
の

存
在
が
推
認
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
か
ら
は
適
庇
齢
、
そ
こ
ま
で
拡
大

三
九
二

解
釈
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
は
類
推
適
尻
加
が

主
張
さ
れ
る
。

両
説
の
対
立
点
は
拡
大
解
釈
の
可
否
で
あ
る
。
①
少
数
株
主
の
立
証

責
任
軽
減
の
要
請
か
ら
、
特
別
利
害
関
係
人
の
議
決
権
行
使
に
よ
る
決

議
成
立
を
不
当
性
を
推
認
さ
せ
る
間
接
事
実
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
特
別
利
害
関
係
の
概
念
を
無
内
容
化
す
る
よ
う
な
拡
大

解
釈
は
と
れ
な
い
こ
と
、
②
多
数
決
濫
用
が
取
消
事
由
で
あ
る
と
の
論

拠
を
特
別
利
害
関
係
人
の
決
議
参
加
と
の
均
衡
に
求
め
な
が
ら
、
取
消

事
由
と
し
た
後
は
特
別
利
害
関
係
の
内
容
を
無
限
定
に
緩
和
す
る
の
で

は
平
灰
が
合
わ
な
い
こ
と
、
@
特
別
利
害
関
係
と
い
う
要
件
は
、
特
別

利
害
関
係
人
の
決
議
参
加
と
い
う
事
実
に
よ
り
不
当
性
を
明
確
に
で
き

る
場
合
に
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
明
白
な
不
当
決
議
か
ら
逆
に
特

別
利
害
関
係
の
存
在
を
推
認
す
る
の
で
は
形
式
的
に
一
一
一
号
の
適
用
要
件

を
満
た
す
以
外
に
実
益
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
類
推
適
用
説
が
妥
当
で

あ
る
と
解
す
る
。

し
か
し
、
従
来
の
無
効
説
を
前
提
と
し
た
無
効
事
由
残
存
説
も
有
力

で
あ
る
。
先
述
の
株
式
併
合
決
議
の
場
合
は
特
別
利
害
関
係
人
と
い
う

要
件
と
の
関
係
で
三
号
へ
の
包
摂
は
疑
問
だ
か
〈
別
、
ま
た
は
一
一
一
号
は
軽

微
な
液
庇
を
前
提
と
し
て
お
り
重
大
な
綴
庇
は
無
効
草
創
と
な
る
と
す

る
学
説
が
あ
る
。
学
説
の
中
に
は
、
特
別
利
害
関
係
の
要
件
に
当
て
は

ま
ら
な
い
も
の
を
無
効
と
し
つ
つ
も
、
一
一
一
号
が
取
消
事
由
と
さ
れ
る
こ



と
と
の
均
衡
を
考
慮
し
、
提
訴
権
者
や
提
訴
期
間
に
つ
い
て
は
訴
え
の

利
益
か
ら
く
る
制
約
が
あ
る
の
で
無
効
事
由
と
し
て
も
障
害
は
少
な
い

と
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
利
害
関
係
人
が
決
議
参
加
す
れ

ば
取
消
事
由
、
し
な
け
れ
ば
無
効
事
由
と
い
う
不
均
衡
は
拭
い
き
れ
な

無
効
事
由
と
す
る
実
益
は
提
訴
権
者
と
提
訴
期
間
の
制
限
が
外
れ
る

こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
提
訴
権
者
に
つ
い
て
は
、
会
社
の
内
部
紛
争

で
あ
る
多
数
決
濫
用
に
お
い
て
会
社
外
の
第
三
者
に
無
効
を
主
張
さ
せ

る
必
要
は
な
く
、
第
三
者
に
訴
え
の
利
益
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
提

訴
権
者
を
会
社
内
部
の
者
に
限
定
し
て
も
よ
い
と
い
ふ
刻
。
従
っ
て
ま

た
提
訴
期
間
も
限
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
無
効
事
由

残
存
説
が
あ
げ
る
無
効
決
議
の
例
は
先
述
の
株
式
併
合
決
議
な
ど
不
当

性
が
明
白
な
場
合
で
あ
り
、
提
訴
期
間
の
限
定
を
外
す
必
要
性
が
疑
わ

れ
る
。
従
っ
て
、
無
効
と
な
る
場
合
を
絶
対
に
否
定
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
多
数
決
濫
用
は
す
べ
て
取
消
事
由
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ〉つ。4
、
特
別
利
害
関
係
の
意
義

昭
和
五
六
年
改
正
前
の
議
決
権
排
除
制
度
の
趣
旨
は
、
特
別
利
害
関

係
人
の
一
議
決
権
排
除
に
よ
り
不
当
決
議
を
紡
止
し
、
少
数
株
主
の
保
護

を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
お
よ
そ
不
当
決
議
を
生
じ
な
い
決

議
事
項
に
つ
い
て
は
特
別
利
害
関
係
の
有
無
を
問
題
と
せ
ず
に
、
端
的

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

に
当
該
決
議
事
項
に
つ
い
て
は
議
決
権
排
除
制
度
の
適
用
が
な
い
と
も

言
い
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
六
年
改
正
前
二
三
九
条
五

項
は
、
「
総
会
ノ
決
議
ニ
付
特
別
ノ
利
害
関
係
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
議
決
権
ヲ

行
使
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
し
て
、
議
決
権
行
使
を
排
除
さ
れ
る
主
体

面
か
ら
の
み
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
不
当
決
議
を
生
じ
る
決
議

事
項
、
部
ち
物
的
範
囲
の
問
題
と
特
別
利
害
関
係
の
意
義
の
問
題
と
の

区
別
が
明
確
に
は
意
識
さ
れ
ず
、
問
題
が
特
別
利
害
関
係
人
と
は
誰
か

{
お
}

と
い
う
、
主
体
の
窃
か
ら
の
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
不
当
決
議
の
物
的
範
囲
の
問
題
が
特
別
利
害
関
係
の
解
釈
の
中

で
扱
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
取
締
役
の
選
任
・
解
任
な
ど

不
当
決
議
を
認
め
る
必
要
の
な
い
決
議
事
項
を
議
決
権
排
除
の
対
象
か

ら
外
す
た
め
に
特
別
利
害
関
係
の
縮
小
解
釈
が
行
な
わ
れ
、
後
述
す
る

個
人
法
説
が
主
張
さ
れ
た
こ
日
は
或
る
意
味
で
は
当
然
と
も
い
え
よ

》フ。
し
か
し
、
議
決
権
排
除
と
い
う
一
般
的
事
前
的
規
制
か
ら
不
当
決
議

取
消
と
い
う
飽
別
的
事
後
的
規
制
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
不
当

決
議
を
生
じ
る
物
的
範
囲
の
限
定
を
特
別
利
害
関
係
概
念
に
担
わ
せ
る

必
要
は
な
く
な
っ
た
。
特
別
利
害
関
係
人
に
該
当
し
て
も
議
決
権
は
排

除
さ
れ
ず
、
ま
た
特
別
利
害
関
係
人
が
決
議
に
参
加
し
て
も
不
当
決
議

で
な
け
れ
ば
取
消
事
由
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
利
害
関

係
概
念
は
広
く
解
し
て
も
よ
い
。
特
別
利
害
関
係
を
広
く
解
し
て
も
よ

い
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
ど
こ
ま
で
拡
大
解
釈
す
べ
き
か
が
問
題
と

三
九
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な
る
。議
決
権
排
除
制
度
の
も
と
で
は
特
別
利
害
関
係
の
意
義
に
つ
い
て
学

説
は
分
か
れ
、
①
一
般
の
株
主
の
平
等
に
関
係
し
な
い
特
定
の
株
主
の

個
人
的
利
害
関
係
(
特
別
の
利
害
関
係
説
)
、
②
決
議
に
よ
っ
て
権
利
義

務
の
得
喪
を
金
納
す
る
と
こ
ろ
の
法
律
上
特
別
の
利
害
関
係
(
法
律
上
の

利
害
関
係
説
)
、
③
特
定
の
株
主
が
株
主
た
る
地
位
を
離
れ
て
有
す
る
会

社
外
の
個
人
的
な
利
害
関
係
(
個
人
法
説
)
な
ど
が
あ
っ
た
料
、
最
も

意
味
の
狭
い
③
が
多
数
説
化
し
て
い
た
。
事
後
的
規
制
で
あ
る
三
号
の

下
で
の
特
別
利
害
関
係
の
概
念
を
明
確
に
述
べ
た
も
の
は
意
外
に
少
な

い
。
最
も
広
く
解
す
る
学
説
は
多
数
決
濫
用
に
対
す
る
三
号
適
用
説
と

結
び
つ
く
か
た
ち
で
、
株
主
が
直
接
・
間
接
そ
の
資
格
を
は
な
れ
た
恒

人
的
利
害
関
係
を
有
す
る
場
合
を
広
く
含
む
と
し
、
決
議
内
容
に
特
別

利
害
関
係
を
直
ち
に
認
め
が
た
い
場
合
に
も
決
議
の
不
当
性
か
ら
個
人

的
動
機
が
存
在
し
、
特
別
利
害
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
推
認
す
出
。

し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
特
別
利
害
関
係
は
原
告
た
る
少
数
株
主

の
立
証
責
任
軽
減
の
た
め
不
当
性
を
推
認
さ
せ
る
に
相
応
し
い
内
容
で

あ
る
べ
き
で
あ
り
、
無
限
定
的
な
拡
大
解
釈
は
妥
当
で
は
な
い
。
か
つ

て
の
学
説
中
で
最
も
広
義
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
②
法
律
上
の
利
害
関

係
説
を
と
る
学
説
に
つ
い
て
は
、
不
当
決
議
の
内
容
は
株
主
間
の
不
平

等
に
帰
着
す
る
が
、
権
利
義
務
の
得
喪
だ
け
で
は
漠
然
と
し
て
お
り
、

株
主
間
の
不
平
等
を
推
認
さ
せ
る
事
実
と
し
て
機
能
さ
せ
る
に
は
不
適

切
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
て
は
ま
る
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き

コ
一
九
四

で
あ
る
。
「
特
別
ノ
」
と
は
株
主
平
等
の
原
則
が
機
能
し
な
い
こ
と
を
意
味
す

べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
不
当
決
議
は
株
主
間
の
不
平
等
に
帰
着
す
る

問
題
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
利
害
関
係
」
と
は
個
人
的
利
害
関
係
に
相
違
な

い
が
、
不
当
決
議
の
物
的
範
囲
に
よ
り
絞
り
が
か
る
の
で
、
個
人
法
説

と
異
な
り
社
団
関
係
上
の
利
害
関
係
を
除
外
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え

る
。
従
っ
て
、
特
別
利
害
関
係
の
意
義
は
、
一
般
の
株
主
の
平
等
に
関

係
し
な
い
特
定
の
株
主
の
社
団
関
係
上
ま
た
は
社
団
関
係
外
に
お
い
て

有
す
る
特
別
の
個
人
的
利
害
関
係
で
あ
る
と
解
す
る
。
右
に
述
べ
た
特

別
利
害
関
係
概
念
が
、
株
主
簡
の
不
平
等
を
内
実
と
す
る
決
議
の
不
当

性
を
推
認
さ
せ
る
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
る
と
考
え
る
。
尚
、
こ
れ
は

特
別
の
利
害
関
係
説
に
依
拠
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
個
人
法
説
を
基
本

に
社
団
関
係
上
の
個
人
的
利
害
関
係
を
加
え
、
株
主
平
等
原
則
の
適
用

が
あ
る
場
合
を
除
外
す
る
考
え
方
に
た
つ
も
の
で
あ
る
。

5
、
特
別
利
害
関
係
人
の
人
的
範
囲

不
当
決
議
は
特
別
利
害
関
係
が
議
決
権
行
使
を
通
じ
て
決
議
に
反
映

さ
れ
る
結
果
生
じ
る
。
即
ち
、
①
特
別
の
利
害
関
係
の
存
在
、
②
そ
の

利
害
関
係
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
支
配
、
③
決
議
へ
の
反
映
(
不
当
決

議
)
で
あ
る
。
@
が
決
定
的
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
直
接
的
な
利

害
関
係
を
有
す
る
者
と
議
決
権
を
行
使
す
る
者
と
が
別
人
格
で
あ
っ
て

も
、
②
が
み
と
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
②
が
み
と
め
ら
れ
る
範



囲
を
決
め
る
の
が
人
的
範
囲
の
問
題
で
あ
る
。
特
別
利
害
関
係
に
は
間

接
的
利
害
関
係
を
含
む
か
が
か
つ
て
論
じ
ら
れ
た
側
、
こ
れ
は
②
の
有

無
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
人
的
範
囲
の
問
題
と
し
て
特
別
利
害
関
係
の

概
念
自
体
と
は
別
個
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

議
決
権
行
使
へ
の
支
配
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
は
、
抽
象
的
に
は
①

議
決
権
行
使
に
関
す
る
意
思
形
成
が
利
害
関
係
主
体
に
よ
り
支
配
さ
れ

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
②
利
害
関
係
主
体
の
利
益
に
従
っ
た
議
決
権
行

使
に
よ
り
株
主
と
し
て
蒙
る
損
害
を
上
回
る
利
益
が
株
主
に
も
た
ら
さ

れ
る
場
合
と
い
え
る
。

例
え
ば
、

A
社
か
ら
B
社
へ
の
営
業
譲
渡
決
議
に
お
い
て
、

B
社
が

A
社
の
株
主
D
社
の
親
会
社
で
あ
る
場
合
は
①
が
あ
り
D
社
は
特
別
利

害
関
係
人
に
あ
た
る
。

A
社
か
ら
B
社
へ
営
業
譲
渡
決
議
を
行
な
う
場

合、

A
-
B
両
社
の
株
主
C
が
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
か
は
②
の

有
無
に
よ
る
。

C
の
B
社
に
占
め
る
地
位
の
重
昆
艇
、

C
の
両
社
に
対

す
る
持
株
比
率
の
比
較
、
保
有
株
式
全
体
の
経
済
的
価
値
の
比
較
等
に

よ
り
判
定
さ
れ
よ
う
。

A
社
か
ら
B
社
取
締
役
C
に
営
業
譲
渡
が
な
さ

れ
る
場
合
、

A
社
の
株
主
B
社
は
、

C
が
B
社
の
取
締
役
会
を
支
配
し

て
い
る
事
情
が
あ
れ
ば
①
に
よ
り
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
る
。

A
社

か
ら
B
社
へ
の
営
業
譲
渡
で
B
社
代
表
取
締
役
C
が
A
社
株
主
で
あ
る

場
合
に
特
別
利
害
関
係
を
肯
定
す
る
学
椴
(
合
併
の
場
合
を
含
む
)
は
、

②
を
認
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
経
済
的
一
体
関
係
に
あ
る
親
族
聞
に

は
②
ま
た
は
①
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
。

株
主
総
会
に
お
げ
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

6
、
不
当
決
議
の
物
的
範
囲

ω
不
当
決
議
を
生
ず
る
決
議
事
項

制
株
主
資
格
に
基
づ
か
な
い
経
済
的
利
害
関
係
に
つ
い
て
は
、
会
社

法
は
積
極
的
な
株
主
間
利
害
調
整
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
多

数
派
株
主
は
、
資
本
多
数
決
を
通
じ
少
数
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
個
人

的
利
益
の
追
求
が
可
能
と
な
る
。
経
済
的
対
価
に
つ
き
公
正
妥
当
な
客

観
的
基
準
が
考
え
ら
れ
る
場
合
、
こ
の
基
準
を
外
れ
て
会
社
に
不
利
な

対
価
が
定
め
ら
れ
る
と
、
少
数
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
多
数
派
株
主
が

利
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
①
役
員
報
酬
・
賞
与
等
{
ニ

六
九
条
、
二
七
九
条
一
項
、
二
八
一
条
一
項
四
号
、
二
八
三
条
一
項
)
、

②
営
業
譲
渡
等
(
二
四
五
条
一
項
)
、
③
合
併
(
四

O
八
条
一
項
)
、
@

新
株
の
有
利
発
行
(
二
八

O
条
ノ
ニ
第
二
項
)
等
が
あ
げ
ら
札
制
。

合
併
承
認
決
議
に
つ
い
て
、
株
式
買
取
請
求
権
を
行
使
で
き
る
こ
と

を
理
由
と
し
て
合
併
比
率
の
不
公
正
は
合
併
無
効
事
由
と
は
な
ら
な
い

と
す
る
札
仰
が
あ
る
が
、
株
式
買
取
請
求
権
制
度
は
株
主
と
し
て
居
残

り
つ
つ
不
公
正
な
合
併
の
是
正
を
望
む
者
に
と
っ
て
は
十
分
な
保
護
と

は
な
ら
ず
、
制
度
自
体
、
決
議
内
容
が
著
し
く
不
公
正
で
な
い
範
囲
で

の
み
そ
の
当
不
当
の
判
断
に
裁
判
所
が
関
与
し
な
い
こ
と
を
正
当
化
す

〈訂
V

る
に
と
ど
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
尚
、
合
併
比
率
の
著
し
い
不
公
正

は
合
併
無
効
事
由
と
な
る
と
い
う
学
説
と
合
併
承
認
決
議
の
性
質
を
新

株
の
有
利
発
行
の
承
認
決
議
と
同
様
に
解
し
、
承
認
決
議
が
手
続
的
に

三
九
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適
法
な
限
り
合
併
比
率
が
不
公
正
で
も
無
効
事
由
と
は
な
ら
な
い
が
、

特
別
利
害
関
係
人
の
決
議
参
加
に
よ
る
場
合
に
は
合
併
無
効
事
由
と
同

(

持

)

〈

認

}

時
に
決
議
取
消
事
由
と
な
る
と
す
る
学
説
が
あ
る
。

新
株
の
有
利
発
行
の
不
当
性
は
、
既
存
株
主
の
利
益
の
侵
害
の
程
度

と
有
利
発
行
の
必
要
性
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
判
断
さ
札
制
。
有
利

発
行
を
な
す
必
要
性
を
示
す
理
由
は
従
来
主
観
的
な
理
由
で
足
り
る
と

解
さ
れ
て
き
た
料
、
こ
の
限
り
で
有
利
発
行
の
理
由
の
客
観
的
合
理
性

を
問
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
尚
、
会
社
外
の
特
定
の
第
三
者

の
利
益
を
図
る
目
的
で
な
さ
れ
た
有
利
発
行
の
場
合
、
特
別
利
害
関
係

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、
少
数
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
多
数

派
株
主
が
自
己
の
意
の
ま
ま
に
第
三
者
に
利
益
を
供
与
し
た
と
い
え
る

事
情
が
あ
れ
ば
、
自
己
の
利
得
と
同
視
で
き
、
多
数
決
滋
用
が
認
め
ら

れ
よ
う
(
三
号
類
推
適
用
)
。

同
法
が
権
限
を
付
与
し
た
趣
旨
・
目
的
を
越
え
て
行
使
す
る
こ
と
に

よ
り
少
数
株
主
に
損
害
一
を
与
え
る
場
合
が
不
当
決
議
と
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
も
広
い
意
味
で
の
公
正
妥
当
な
客
観
的
基
準
か
ら
の
逸
脱
と

い
え
る
。
@
株
式
併
合
(
一
二
四
条
一
項
)
、
⑥
資
本
減
少
(
二
一
七
五
条

一
項
、
一
二
七
六
条
一
項
)
、
⑦
閉
鎖
会
社
の
第
三
者
割
当
増
資
〈
二
八

O

条
ノ
五
ノ
二
第
一
項
但
窪
田
)
等
が
あ
る
。

一
株
当
り
純
資
産
額
が
五
万
円
未
満
の
状
態
を
解
消
す
る
の
に
必
要

な
限
度
を
超
え
か
っ
一
部
の
株
主
に
つ
い
て
の
み
端
数
を
生
ず
る
よ
う

な
株
式
併
合
決
議
、
例
え
ば
少
数
株
主
追
放
を
自
的
と
し
た
極
端
に
高

九
-'ムa
/、

比
率
の
株
式
併
合
決
議
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
理
論
構
成
に
は
争
い
が
あ
る
。
減
資
も
減
資
方
法

に
お
い
て
株
式
併
合
を
定
め
る
場
合
(
一
一
一
七
七
条
参
照
)
、
右
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
て
は
ま
る
が
、
そ
の
際
は
減
資
の
必
要
性
な
ど
が
考
慮
さ
れ

よ〉フ。閉
鎖
会
社
の
株
主
に
新
株
引
受
権
を
与
え
た
趣
旨
か
ら
、
多
数
派
株

主
の
更
な
る
持
株
比
率
増
大
や
少
数
派
株
主
の
少
数
株
主
権
を
封
じ
る

た
め
に
そ
の
持
株
比
率
の
低
下
を
狙
っ
た
第
三
者
割
当
は
不
当
決
議
と

い
え
出
。
資
金
調
達
目
的
と
必
要
性
の
ほ
か
第
三
者
割
当
に
よ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
事
情
の
有
無
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

判
例
ど
ち
ら
の
場
合
と
も
割
り
切
れ
な
い
が
、
⑧
不
当
に
高
額
な
経

費
を
計
上
し
一
部
株
、
玉
が
そ
れ
に
よ
り
利
援
を
得
な
が
ら
一
般
株
主
に

は
無
配
か
不
当
に
少
額
の
配
当
し
か
し
な
い
利
益
処
分
決
議
(
二
八
一

条
一
項
四
号
、
二
八
三
条
一
項
〉
も
不
当
決
議
と
な
ろ
判
。
但
し
、
永

年
に
亘
っ
て
配
当
を
行
な
わ
な
い
場
合
に
は
、
配
等
政
策
決
定
の
合
理

的
限
度
を
超
え
、
利
益
配
等
請
求
権
と
い
う
固
有
権
の
侵
害
と
な
り
決

議
は
無
効
と
さ
札
制
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
決
議
の
効
力
を
否
定
し
て

も
決
議
が
な
い
状
態
に
一
戻
る
だ
げ
で
あ
り
、
救
済
と
し
て
の
実
効
性
は

薄
し件
特
別
利
害
関
係
人
の
決
議
参
加
そ
れ
自
体
が
決
議
に
不
当
性
を
付

与
す
る
場
合
が
あ
る
。

⑨
取
締
役
の
責
任
免
除
決
議

(
二
六
六
条
六
項
)

が
、
免
除
を
得
る



取
締
役
た
る
株
主
の
決
議
参
加
が
決
め
手
と
な
り
成
立
し
た
場
合
に
は

不
当
決
議
に
な
る
と
い
う
学
説
が
有
力
で
あ
例
。
し
か
し
、
六
項
の
文

書
解
釈
に
よ
る
限
り
、
免
除
の
可
否
や
程
度
は
株
主
総
会
の
自
由
裁
最

に
属
し
、
公
正
妥
当
な
客
観
的
基
準
と
な
る
も
の
は
な
く
、
従
っ
て
不

当
決
議
な
る
も
の
も
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
肯
定
説
も
自
認
す
る

と
こ
ろ
で
瓦
例
。
商
法
は
自
己
の
責
任
を
自
己
の
議
決
権
行
使
に
よ
り

免
除
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
は
解
し
が
た
い
の
で
、
こ
の
場
合
、

端
的
に
責
任
免
除
の
効
果
が
発
生
し
な
い
と
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
円
切
。

⑩
特
種
株
主
総
会
の
承
認
決
議
(
三
四
五
条
、
三
四
六
条
)
に
つ
い

て
は
、
不
利
益
を
承
認
す
る
決
議
の
内
容
そ
れ
自
体
に
寂
疲
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
不
当
決
議
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
学
説
が

み
出
。
し
か
し
例
え
ば
、
定
款
変
更
に
よ
り
利
益
を
受
げ
る
種
類
の
株

式
を
同
時
に
有
す
る
種
類
株
主
も
議
決
権
を
行
使
で
き
る
の
で
、
両
株

式
の
保
有
比
率
等
に
よ
っ
て
は
、
不
利
益
を
受
げ
る
他
の
種
類
株
主
の

損
害
に
お
い
て
、
利
益
を
受
け
る
種
類
の
株
主
と
し
て
の
地
位
で
利
得

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
不
当
決
議
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
A

問。

濫
用
法
理
は
一
般
に
法
の
空
際
を
埋
め
る
利
益
調
整
機
能
を
有
し
、

法
体
制
の
整
備
・
発
展
に
応
じ
て
発
展
的
解
消
を
遂
げ
る
も
の
で

あ
〈
到
。
多
数
決
濫
用
法
理
は
、
民
法
の
権
利
濫
用
論
で
い
う
と
こ
ろ
の

(部〉

権
利
範
囲
明
確
化
機
能
と
権
利
範
囲
縮
小
機
能
を
主
に
果
た
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
事
例
の
集
積
に
よ
り
要
件
・
範
囲
が
確
定
す
る
と
、
立

法
的
解
決
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

ω
不
当
決
議
を
生
じ
な
い
決
議
事
項

①
取
締
役
選
任
〈
二
五
四
条
一
項
)
、
②
検
査
役
選
任
(
一
一
一
ニ
八
条
)
、

③
訴
え
提
起
の
代
表
者
選
任
(
荷
特
二
四
条
二
項
)
等
の
選
任
決
議
に

お
い
て
は
、
例
え
ば
解
任
判
決
を
受
け
た
取
締
役
が
株
主
と
し
て
自
己

を
再
選
す
る
楓
紘
一
割
、
検
査
さ
れ
る
立
場
に
あ
る
取
締
役
・
監
査
役
が
株

主
と
し
て
選
任
す
る
検
査
内
館
、
原
告
文
は
被
告
と
な
る
取
締
役
が
株
主

と
し
て
選
任
す
る
訴
え
提
起
の
代
蕊
都
な
ど
が
問
題
と
な
る
が
、
い
ず

れ
も
不
当
決
議
を
生
じ
な
い
と
解
す
る
。
選
任
決
議
を
取
消
て
も
、
少

数
株
主
は
自
己
の
候
補
を
選
任
で
き
る
だ
け
の
議
決
権
を
支
配
し
な
い

以
上
、
選
任
、
取
消
の
繰
り
返
し
に
な
る
だ
け
で
あ
り
実
益
に
え
は
く
、

ま
た
選
任
後
の
職
務
執
行
の
不
正
な
い
し
不
適
切
の
お
そ
れ
は
、
職
務

執
行
の
監
督
是
正
と
い
う
別
個
の
問
題
で
あ
り
選
任
を
否
定
す
る
理
由

に
は
な
ら
な
い
と
い
え
る
。

取
締
役
の
選
任
は
株
主
の
出
資
に
基
づ
く
経
営
参
加
の
権
利
と
し
て

総
会
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
法
は
欠
格
事
由
以
外

に
適
格
性
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
予
定
し
て
お
ら
ず
不
当
決
議
は
問
題
と

な
ら
な
〔
時
。
ま
た
検
査
役
の
場
合
、
少
数
株
主
権
に
よ
る
検
査
役
選
任

請
求
(
二
九
四
条
)
さ
え
利
用
で
き
な
い
株
主
に
事
実
上
検
査
役
の
適

格
性
判
断
を
委
ね
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
少
数
株
主
の
推
す
候

補
が
中
立
(
聞
と
い
う
保
障
も
な
い
。
訴
え
提
起
の
代
表
者
に
つ
い
て
い

え
ば
、
馴
合
訴
訟
が
危
倶
さ
れ
る
取
締
役
の
責
任
追
及
訴
訟
の
場
合
、

少
数
株
主
は
訴
訟
参
加
(
二
六
八
条
二
項
、
民
訴
七
五
条
)
が
で
き
、

三
九
七



再
審
の
訴
え
(
ニ
六
八
条
ノ
一
一
一
)
も
提
起
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

の
手
段
を
利
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
取
締
役
の
解
任
〈
二
五
七
条
一
項
)
の
場
合
も
不
当
決
議
は
生
じ

な
叫
。
解
任
も
出
資
に
基
づ
く
経
営
参
加
の
権
利
と
し
て
株
主
総
会
の

自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
解
任
の
正
当
事
国
は
損
害
賠
償
の
基

準
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
尚
、
解
任
否
決
決
議
の
場
合
は
そ
も
そ

も
取
消
訴
訟
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
解
す
る
が
、
か
り
に
否
決
決
議
を

取
消
し
て
も
解
任
決
議
が
成
立
す
る
わ
け
で
な
い
の
で
実
益
は
な
く
、

そ
の
た
め
に
法
は
解
任
の
訴
え
(
二
五
七
条
三
項
)
を
規
定
し
て
い
る

と
い
え
る
。

⑤
解
散
(
四

O
四
条
二
号
)
は
、
株
主
総
会
に
よ
り
真
実
会
社
の
消

滅
を
目
的
と
し
て
解
散
決
議
が
な
さ
れ
た
場
合
、
少
数
株
主
追
い
出
し

等
の
不
当
な
意
酷
が
あ
っ
た
と
し
て
も
商
法
上
は
適
法
で
あ
り
、
不
当

決
議
と
は
な
ら
札
同
。
株
主
に
は
会
社
を
継
続
す
べ
き
義
務
は
な
く
、

ま
た
、
残
余
財
産
分
配
の
公
平
(
四
二
五
条
)
は
そ
れ
自
体
の
問
題
で

あ
る
。不
当
決
議
を
生
じ
な
い
こ
れ
ら
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
三
号
を

適
用
な
い
し
類
推
適
用
す
る
余
地
は
な
い
と
い
え
る
。

三
九
八

議
決
権
の
濫
用
を
理
由
と
し
た
議
決
権
行
使
禁

止
の
仮
処
分

間
際
航
業
車
併
を
契
機
と
し
て
議
決
権
の
濫
用
を
理
由
と
し
た
議
決

権
行
使
禁
止
の
仮
処
分
の
許
容
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
も
し
、
こ
の
よ
う

な
仮
処
分
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て
の
議
決
権
排
除
制
度

と
同
様
の
機
能
を
こ
れ
に
担
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、

次
に
述
べ
る
よ
う
に
「
議
決
権
の
濫
用
L

を
理
由
と
し
た
議
決
権
行
使

禁
止
の
仮
処
分
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
す
る
。

ま
ず
、
会
社
は
仮
処
分
の
債
権
者
と
は
な
れ
な
い
と
解
す
る
。
会
社

は
株
主
の
議
決
権
行
使
を
事
前
に
差
し
止
め
る
笑
体
法
上
の
権
利
を
商

法
の
明
文
上
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
議
決
権
の
濫
用
を
規
制
す
る
こ
四

七
条
一
項
三
号
も
事
後
的
規
制
で
あ
り
か
つ
会
社
は
提
訴
権
者
と
は

な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
札
制
。
こ
れ
に
対
し
、
会
社
は
株
主
の
不
適
法

な
権
利
行
使
に
対
す
る
不
作
為
請
求
権
・
妨
害
排
除
請
求
権
を
有
す
る

と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
権
利
は
株
主
権
が
会
社
・
株

主
聞
の
継
続
的
な
法
律
関
係
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
会
社
に
当
然

に
み
と
め
ら
れ
て
お
り
、
明
文
の
規
定
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自

問訓…嶋一

ιも
の
と
し
て
規
定
が
省
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
と
い
う
学
説
も

φ

めヲ
C
C



し
か
し
、
も
し
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
総
会
の
議
長
権
限
(
一
二
二

七
条
ノ
四
第
二
項
・
三
項
)
に
よ
り
当
該
株
主
の
議
決
権
行
使
を
認
め

な
け
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
り
、
保
全
の
必
要
性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
問
が
あ
例
。
結
局
、
会
社
は
こ
の
よ
う
な
仮
処
分
の
債
権

者
と
は
な
れ
な
い
と
い
え
る
。

次
に
、
議
決
権
濫
用
に
よ
り
損
害
を
被
る
可
能
性
の
あ
る
株
主
を
債

権
者
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
被
保
全
権
利
は
株
主

権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
権
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
具
体
的
に

い
か
な
る
本
案
訴
訟
を
予
定
す
る
の
か
が
不
明
で
札
制
。
決
議
取
消
訴

訟
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
し
も
し
仮
処
分

命
令
が
発
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
右
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
べ
き
決
議
自

体
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
な
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
と
り
え

な
凶
。
単
に
満
足
的
仮
処
分
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
本
案
訴
訟
の
目
的

ま
で
消
滅
せ
し
め
る
と
い
う
効
果
を
伴
う
点
で
、
仮
処
分
と
し
て
の
範

囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
ど
ち
ら
が
債
権
者
と
な
る
場
合
で
も
議
決
権
の
濫
用
を
理
由

と
し
た
議
決
権
行
使
禁
止
の
仮
処
分
は
認
め
ら
れ
な
い
。
資
本
多
数
決

の
支
配
す
る
株
式
会
社
に
お
い
て
株
主
の
基
本
的
権
利
で
あ
る
議
決
権

の
行
使
を
可
能
な
限
り
保
障
す
べ
く
、
議
決
権
排
除
制
度
を
廃
止
し
特

別
利
害
関
係
人
に
も
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
と
し
、
議
決
権
の
濫

用
に
対
し
て
は
事
後
的
救
済
(
二
四
七
条
一
項
三
号
)
に
よ
り
対
処
し

よ
う
と
し
た
法
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
結
局
、
た
と
え
株
主
が
債
権
者

株
主
総
会
に
お
げ
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

と
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
議
決
権
の
濫
用
を
理
由
と
す
る
議
決
権
行
使

禁
止
の
仮
処
分
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
決
議
成
立
後
に
不
当

決
議
を
理
由
と
し
て
決
議
取
消
訴
訟
(
ニ
四
七
条
一
項
三
号
)
を
提
起

す
る
と
同
時
に
決
議
の
効
力
停
止
の
仮
処
分
な
い
し
よ
り
直
接
的
な
決

(
花
)

議
の
執
行
停
止
の
仮
処
分
を
申
請
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
株
主

に
は
保
全
の
必
要
性
も
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
も
し
こ
の
よ
う
な
仮
処
分
が
行
な
わ
れ
る
と
す
る
と
次
の

一
一
一
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
議
決
権
濫
用
の
有
無
、
即
ち
多
数
決

濫
用
に
よ
る
不
当
決
議
の
有
無
は
特
定
の
議
題
ご
と
に
個
別
的
に
判
断

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
仮
処
分
も
特
定
の
議
題
ご
と
に
な
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
議
題
が
複
数
あ
る
場
合
、
議
決
権
濫
用
の
お
そ

れ
の
あ
る
議
題
に
つ
い
て
し
か
仮
処
分
は
認
め
ら
れ
な
い
の
は
当
然
で

あ
制
。
第
二
に
、
決
議
の
動
機
・
目
的
の
不
法
は
決
議
の
効
力
に
影
響

し
な
い
の
で
あ
る
か
初
、
議
決
権
行
使
が
な
さ
れ
た
場
合
に
成
立
し
う

べ
き
決
議
の
内
容
が
不
当
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
問
題
と
す
べ
き
で
あ

る
。
第
三
に
、
不
当
決
議
を
生
じ
な
い
決
議
事
項
に
つ
い
て
は
仮
処
分

も
あ
り
え
な
い
こ
と
と
な
る
。
役
員
の
選
任
・
解
任
決
議
に
つ
い
て
は

不
当
決
議
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
国
際
航
業
事
件

決
定
は
議
決
権
濫
用
を
理
由
と
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
こ
の
意
味
で
も
疑

問
で
あ
る
。

三
九
九



四

自
己
株
式
取
得
手
続
に
お
け
る
議
決
権
排
除

平
成
六
年
改
正
で
は
自
己
株
式
取
得
手
続
に
お
い
て
売
却
株
主
の
議

決
権
排
除
制
度
が
復
活
し
た
(
ニ

O
四
条
ノ
三
ノ
ニ
第
一
一
一
項
四
項
、
二

一
O
条
ノ
ニ
第
五
項
、
二
一

O
条
ノ
三
第
一
一
一
項
、
二
一
二
条
ノ
ニ
第
四

項
)
。
こ
の
場
合
の
議
決
権
排
除
の
理
論
的
正
当
化
は
難
し
い
。
即
ち
、

売
却
株
主
と
残
存
株
主
と
で
は
立
場
を
異
に
し
、
利
害
の
同
一
性
が
な

い
の
で
多
数
決
の
基
礎
に
欠
け
る
と
説
明
す
る
ほ
か
な
い
が
、
し
か
し

資
本
多
数
決
は
利
益
の
共
同
性
を
生
み
出
す
た
め
の
法
技
術
で
あ
っ
て

そ
の
前
提
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
相
対
取
引
に
よ
る
自
己
株
式

取
得
の
場
合
、
株
主
平
等
の
原
則
と
の
関
係
で
問
題
を
生
ず
る
の
で
、

英
国
会
社
法
に
倣
い
、
株
主
間
の
実
質
的
平
等
を
確
保
す
る
た
め
に
売

却
株
主
の
議
決
権
を
政
策
的
に
排
除
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
列
。

自
己
株
式
取
得
に
お
け
る
株
主
の
平
等
は
、
売
却
機
会
の
平
等
と
買

取
価
格
の
公
正
を
そ
の
内
容
と
す
る
が
、
後
者
は
総
会
決
議
の
授
権
な

い
し
は
承
認
の
範
関
内
で
取
締
役
の
注
意
義
務
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
議
決
権
排
除
は
直
接
的
に
は
売
却
機
会
の
平
等
を
実
質
的
に

確
保
す
る
た
め
の
も
の
と
い
え
る
。
売
主
追
加
の
議
案
変
更
請
求
権
(
一
一

一
O
条
ノ
ニ
第
七
項
、
二
一
二
条
ノ
ニ
第
四
項
)
が
認
め
ら
れ
て
い
る

使
用
人
へ
の
譲
渡
の
た
め
の
取
得
と
消
却
の
た
め
の
取
得
の
場
合
に
比

べ
る
と
、
会
社
に
よ
る
売
渡
請
求
と
相
続
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
に
お

四
O
O

い
て
は
議
決
権
排
除
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
場

合
で
も
議
決
権
排
除
は
議
案
を
否
決
す
る
、
即
ち
特
定
の
株
主
か
ら
の

自
己
株
式
取
得
を
認
め
な
い
と
い
う
消
極
的
意
味
で
売
却
機
会
の
平
等

を
確
保
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
会
社
へ
の
売
渡
請
求
の
場
合
、
む
し

ろ
取
締
役
と
通
謀
し
て
会
社
へ
自
己
の
株
式
を
売
り
つ
げ
る
と
い
う
制

度
の
思
舵
を
抑
止
す
る
機
能
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

売
却
機
会
の
平
等
の
実
質
的
程
度
が
下
が
る
に
伴
い
貿
取
価
格
の
公
正

さ
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
(
側
、
そ
の
意
味
で
会
社
へ
の
売
渡
請
求
と

相
続
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
、
残
存
株
主
と
売
却
株
主
と
の
実
質
的
平

等
確
保
の
た
め
に
買
取
儲
格
の
公
正
さ
の
確
保
が
殊
に
強
く
望
ま
れ

る
。
当
事
者
が
合
意
し
た
売
買
価
格
を
裁
判
所
の
認
可
に
か
か
ら
し
め

る
方
法
も
あ
る
が
、
英
国
会
社
法
の
よ
う
に
事
前
に
売
由
貿
契
約
の
内
容

(制〉

に
つ
い
て
総
会
が
承
認
す
る
方
法
も
あ
ろ
う
。
後
者
の
場
合
、
残
存
株

主
が
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
な
情
報
の
開
示
が
不
可
欠
で
あ
る
。

議
決
権
排
除
規
定
の
解
釈
に
関
し
て
若
干
述
べ
る
。
ま
ず
、
議
決
権

を
排
除
さ
れ
る
株
主
は
条
文
の
文
言
か
ら
売
主
た
る
株
主
の
み
で
あ

る
。
持
株
の
一
部
を
売
却
す
る
場
合
、
決
議
の
公
正
確
保
と
い
う
か
つ

て
の
議
決
権
排
除
制
度
の
趨
旨
か
ら
い
っ
て
、
売
却
予
定
株
式
の
み
な

ら
ず
保
有
株
式
全
部
に
つ
い
て
議
決
権
が
排
除
さ
れ
る
と
解
す
例
。
議

決
権
の
代
理
行
使
に
つ
い
て
も
議
決
権
排
除
の
趣
旨
か
ら
、
売
却
株
主

が
他
の
株
主
の
代
理
人
と
し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
及
び
自
己
の

株
式
に
つ
い
て
抽
出
人
を
代
理
人
と
し
て
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
も



許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
。
売
却
株
主
が
議
決
権
を
行
使
す
れ
ば
そ
れ
だ

け
で
決
議
方
法
の
法
令
違
反
と
し
て
決
議
取
消
事
由
(
二
四
七
条
一
項

一
号
)
と
な
る
が
、
売
却
株
主
の
議
決
権
数
を
出
席
株
主
の
議
決
権
数

か
ら
除
外
し
て
も
決
議
が
成
立
す
る
の
で
あ
れ
ば
決
議
取
消
は
認
め
ら

{
m
M〉

れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
(
裁
量
棄
却
)
。
尚
、
賞
受
予
定
株
式
総
数
と

取
得
価
額
の
総
額
と
が
均
衡
を
失
し
て
い
る
場
合
で
も
っ
こ

O
条
ノ

ニ
第
二
項
、
二
一
二
条
ノ
二
第
二
項
て
そ
れ
を
承
認
す
る
決
議
は
不
当

決
議
と
は
な
ら
な
い
。
決
議
の
法
的
性
質
は
取
締
役
へ
の
授
権
で
あ
り
、

自
己
株
式
の
取
得
を
取
締
役
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
取
締
役
は
授
権
の
範
囲
内
で
善
管
注
意
義
務
に
従
っ
て
自
己
株
式

の
取
得
を
行
う
の
で
あ
り
、
仮
に
取
得
価
格
が
高
す
ぎ
れ
ば
取
締
役
の

責
任
を
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
(
ニ
六
六
条
一
項
五
号
)
。

五

お
わ
り
に

多
数
決
濫
用
理
論
は
学
説
で
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
に
関
す
る

判
例
は
極
め
て
少
な
い
。
平
成
六
年
改
正
に
お
け
る
議
決
権
排
除
制
度

の
復
活
は
、
少
数
株
主
に
決
議
取
消
訴
訟
を
認
め
て
も
救
済
の
実
効
性

に
薄
い
と
し
て
議
決
権
排
除
を
採
用
し
た
英
国
の
議
論
に
影
響
さ
れ
て

い
る
。
昭
和
五
六
年
改
正
段
階
及
び
改
正
後
も
少
数
株
主
保
護
の
見
地

か
ら
議
決
権
排
除
制
度
の
全
廃
に
疑
問
を
呈
し
、
議
決
権
排
除
の
具
体

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

円
節
)

的
列
挙
方
式
を
主
張
す
る
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
多
数
決

濫
用
理
論
と
議
決
権
排
除
制
度
と
の
機
能
分
担
の
問
題
は
紙
幅
の
制
約

上
こ
こ
で
は
扱
え
な
か
っ
た
が
、
少
数
株
主
救
済
の
実
効
性
と
い
う
観

点
か
ら
ま
だ
議
論
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
多
数
派
株
主
に
よ
る
議
決
権
濫
用
か
ら
少
数
株
主
を
保
護

す
る
方
策
は
、
何
も
多
数
決
滋
用
理
論
と
議
決
権
排
除
制
度
と
に
限
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
決
議
内
容
の
実
体
的
規
制
、
手
続
的
規
制
と
し

て
開
示
制
度
、
検
査
役
制
度
の
整
備
・
拡
充
等
が
あ
り
、
諸
外
国
も
こ

れ
ら
の
機
能
を
組
合
せ
て
保
護
の
実
効
性
を
上
げ
て
い
る
。
比
較
法
も

含
め
た
総
合
的
考
察
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

{注】
{
l
)

熊
田
節
「
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
な
い
し
多
数
決
の
濫
用
」
末
川
先

生
古
稀
記
念
・
権
利
の
濫
用
(
中
}
一
三
八

1
一
一
ニ
九
頁
(
昭
一
ニ
七
)
、
神
田
秀

樹
「
資
本
多
数
決
と
株
主
聞
の
利
害
調
整
(
五
・
完
)
」
法
学
協
会
雑
誌
九
九
巻

二
号
二
八
九
頁
(
昭
五
七
万

〈2
)

安
井
威
輿
「
特
別
利
害
関
係
株
主
の
議
決
権
行
使
と
不
当
決
議
」
法
学
研

究
〈
慶
大
)
六

O
巻
一
二
号
二
一
一

O
頁
(
昭
六
二
)
、
出
口
正
義
・
株
主
権
法
理

の
展
開
三
三
八
頁
(
平
三
)
。

(3)

竹
内
昭
夫
・
改
正
会
社
法
概
説
[
新
版
]
一
一
一
一
一
一
一
頁
〈
昭
五
八
)
は
、
一
ニ

号
の
「
箸
シ
ク
」
を
頑
癒
の
重
大
性
と
み
て
裁
量
棄
却
を
否
定
し
て
い
る
の
で
、

本
文
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

(4)

龍
田
・
前
掲
注
仙
一
一
一
八

1
一
一
一
九
頁
、
前
田
庸
・
会
社
法
入
門
〔
第
三

版
]
二
五
九
頁
(
平
五
三
尚
、
山
形
地
判
平
成
元
年
四
月
一
八
日
判
例
時
報
一

四
0 



三
三

O
号
一
二
回
頁
は
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
一
台
決
決
議
の
事
例
で
会

社
の
議
案
再
審
議
義
務
と
の
関
係
に
お
い
て
決
議
取
消
の
訴
え
の
利
益
を
肯
定

し
た
。

{5)

告
本
健
一
「
企
業
結
合
関
係
に
お
け
る
特
別
利
害
関
係
人
の
範
囲
ω
」
経

済
理
論
{
和
歌
山
大
)
一
五
五
号
三
七
頁
注
舗
〈
昭
五
二
)
、
出
口
・
前
掲
注
ω

二
七
七
頁
。

(6)

神
国
・
前
掲
注
ω
ニ
九
七
頁
、
安
井
・
前
掲
注
ω
二
二
一
一
員
。

{
7
)

豊
崎
光
衛
「
株
式
会
社
に
於
け
る
多
数
決
の
濫
用
(
五
・
完
)
」
法
学
協
会

雑
誌
五
八
巻
六
号
八
五
三
頁
{
昭
一
五
)
、
能
回
・
前
掲
注
ω
一
三
八
頁
。

(8)

喜
多
了
佑
「
株
主
総
会
に
お
け
る
特
別
利
害
関
係
理
論
の
再
構
成
L

商
事

法
務
九
一
九
号
二
六
頁
〈
昭
五
六
)
、
別
府
三
郎
・
大
株
主
権
力
の
抑
制
措
置
の

研
究
ニ
九
三
貰
(
平
問
)
。

(
9
)

出
口
・
前
掲
注
ω
二
七
0
5一一七一一員。

(m}
昭
和
五
六
年
改
正
前
の
判
例
に
つ
い
て
は
神
田
・
前
掲
注
ω
九
八
巻
六
号

八
0
0
1八
O
五
頁
参
照
。
改
正
後
二
四
七
条
一
項
三
号
が
主
張
さ
れ
た
事
件

は
二
件
あ
る
が
両
者
と
も
不
当
性
が
な
い
と
さ
れ
た
(
東
京
地
判
平
成
元
年
八

月
二
四
日
判
例
時
報
一
三
三
一
号
一
三
六
頁
〔
合
併
比
率
]
、
東
京
地
判
平
成
四

年
三
月
二
六
日
金
融
商
事
判
例
九
一
四
号
三
一
一
良
[
営
業
譲
渡
の
対
価
]
)
。

{
日
)
神
田
・
前
掲
注
ω
ニ
九
O
頁
、
岩
原
綿
作
・
新
版
注
釈
会
社
法
ω
=
一
一
一
七

頁
(
昭
六
二
、
南
加
味
勝
美
「
商
法
二
四
七
条
一
項
三
号
に
つ
い
て
」
法
律
論
叢

五
九
巻
四
号
一
一
八

i
一
一
九
頁
(
昭
六
二
)
、
出
口
・
前
掲
注
ω
三
三
八
頁
。

尚
、
安
井
・
前
掲
注
ω
二
二
一
頁
は
会
社
側
の
立
涯
の
容
易
性
を
指
摘
す
る
。

(
ロ
}
藤
原
俊
雄
「
い
わ
ゆ
る
特
別
利
害
関
係
人
の
範
囲
」
法
経
研
究
(
静
岡
大
〉

三
九
巻
一
号
三
三
一
頁
(
平
二
三

(
ロ
}
小
島
孝
・
注
釈
会
社
法
ω
二
三
二
頁
(
昭
四
七
)
参
照
。

{
U
)

能
関
節
「
株
主
総
会
」
企
業
会
計
三
三
巻
九
号
六
七
頁
(
昭
五
六
)
、
岩
原
・

四
0 

前
掲
注
ω
一
三
六

1
一
三
七
頁
、
竹
内
昭
夫
「
株
主
総
会
的
」
決
議
の
穣
続
J

法
学
教
室
九
二
号
五

O
頁
(
昭
六
三
)
。

〈
お
)
今
井
宏
・
株
主
総
会
の
理
論
一
六
七

i
一
六
八
頁
(
昭
六
二
)
、
小
島
孝
・

新
版
注
釈
会
社
法
的
問
=
一
八
八

1
三
八
九
頁
{
昭
六
二
、
出
口
・
前
掲
注
ω
=
一
三

七
貰
、
別
府
・
前
掲
注
ω
二
九
八
1
ニ
九
九
頁
、
大
隅
健
一
郎
情
今
井
宏
・
会
社

法
論
中
巻
〔
第
三
版
]
一
一
九
頁
{
平
四
}
、
糧
函
館
・
会
祉
法
〔
第
四
版
]
一

七
-
頁
{
平
六
万

(
時
}
喜
多
・
前
掲
注
川
間
二
七

1
二
八
頁
、
鴻
ほ
か
・
株
主
総
会
〔
改
正
会
社
法

セ
ミ
ナ
ー
ω
]
一
一
一

O
頁
(
昭
五
九
}
河
本
発
言
、
竹
内
・
前
掲
注
ω
同
館
所
、

前
回
庸
・
会
社
法
入
門
[
第
一
一
一
版
]
一
四
九
頁
{
平
五
)
、
弥
永
真
生
・
リ
l
ガ

ル
マ
イ
ン
ド
会
祉
法
[
改
訂
版
]
一
四
五
頁
(
平
六
}
、
加
美
和
照
・
新
訂
会
社

法
[
第
四
版
]
一
一
一
一
頁
(
平
六
万

(
げ
)
北
沢
正
啓
・
会
社
法
[
第
四
版
]
=
一
三
三
頁
(
平
六
}
、
南
保
・
前
掲
注
ω

一
二
四
真
。
尚
、
安
井
・
前
掲
注
ω
二
一
七
、
二
一
九
頁
お
よ
び
坂
田
桂
三
・

現
代
会
社
法
[
第
二
版
]
三
五
一
ニ
、
三
五
七
頁
(
平
五
}
参
照
。

{
叩
同
)
稲
葉
威
雄
・
改
正
会
社
法
一
七
八
頁
{
昭
五
七
)
、
回
中
誠
二
・
三
全
訂
会

社
法
詳
論
上
巻
五
四
六
、
五
五
八
頁
{
平
五
)
、
森
本
滋
・
会
社
法
二
ニ

0
3ニ

一
一
一
一
員
(
平
五
)
、
加
藤
良
一
子
池
田
尚
志
"
吉
田
直
・
株
式
会
社
法
の
理
論
1
四

二
閥
、
四
四
一
ニ
頁
〈
平
六
}
、
安
井
・
前
掲
注
仰
向
箇
所
。
尚
、
鈴
木
竹
雄
"
竹

内
昭
夫
・
会
社
法
{
第
一
一
一
版
〕
二
六
=
員
{
平
六
)
も
同
旨
か
。

(
四
)
南
保
・
前
掲
注
ω
同
箇
所
、
安
井
・
前
掲
注
ω
問
箇
所
。
岩
原
・
前
掲
注

ω
=
三
六
頁
参
熊
。

(
初
}
鴻
ほ
か
・
前
掲
注
側
二

O
九
頁
前
回
発
言
・
竹
内
発
言
。

{
お
}
福
岡
措
博
之
「
議
長
等
・
特
別
利
害
関
係
L

金
融
商
事
判
例
五
七
二
号
四
六

頁
(
昭
五
回
)
は
、
提
訴
期
間
経
過
後
で
な
げ
れ
ば
損
害
顕
著
性
を
認
め
が
た

い
場
合
も
あ
り
得
る
と
い
う
。
安
井
・
前
掲
注
ω
ニ
ニ

O
頁
は
、
少
数
派
株
主



が
特
別
利
害
関
係
(
な
い
し
は
決
議
の
不
当
性
)
を
知
っ
た
と
き
ま
た
は
知
り

う
べ
き
と
き
を
提
訴
期
間
の
始
期
と
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

(
幻
)
鴻
ほ
か
・
前
掲
注

ω二
O
九
頁
・
二
一
七

1
一
二
八
頁
の
竹
内
発
一
一
一
面
一
、
竹

内
・
前
掲
注

ω同
箇
所
。

(
お
)
神
田
・
前
掲
注

ω九
八
巻
六
号
七
七
四
頁
。

(
M
)

出
口
・
前
掲
注

ω二
六
一
二

1
二
六
五
頁
、
二
三
四

1
二
三
六
頁
参
照
。

(
お
)
出
口
・
前
掲
注

ω同
箇
所
参
照
。

(
町
四
)
今
井
・
前
掲
注

ω一
六
六

1
一
六
八
頁
、
倉
沢
康
一
郎
「
株
主
総
会
決
議

の
殺
庇
」
酒
巻
1
堀
口
編
・
改
正
会
社
法
詳
説
九
九
頁
(
昭
五
八
)
、
藤
原
・
前

掲
注

ω三
三

0
1一
ニ
三
一
一
良
、
出
口
・
前
掲
注

ω一
二
三
七
頁
、
神
崎
克
郎
・
商

法
H
(会
社
法
)
〔
第
三
版
]
二
六

O
頁
(
平
三
)
、
別
府
・
前
掲
注

ω二
九
四

1
二
九
五
頁
・
二
九
九
頁
は
結
論
同
旨
、
大
隅
"
今
井
・
前
掲
注

ω一
一
八

1
一

一
九
頁
、
森
本
・
前
掲
注

ω二
二

O
真
、
龍
田
・
前
掲
注

ω同
箇
所
。

(
幻
)
喜
多
・
前
掲
注
川
間
二
八
真
、
加
藤
u
池
田
ム
ロ
回
・
前
掲
注

ω四
二

O
頁。

(
お
)
結
論
同
旨
、
服
部
栄
三
・
会
社
法
通
論
[
第
四
版
]
一
一

0
1
一
一
一
頁

(
平
一
二
)
、
高
鳥
正
夫
・
新
版
会
社
法
一
五
一

i
一
五
二
頁
(
平
一
ニ
)
、
回
遁
光

政
・
会
社
法
要
説
〔
第
三
版
〕
一
八
六
頁
(
平
五
)
。
尚
、
小
橋
一
郎
・
会
社
法

〔
改
訂
版
]
一
八
一
貰
(
平
一
二
)
は
個
人
法
説
的
定
義
を
し
て
い
る
。

(
却
)
菱
田
政
宏
「
特
別
利
害
関
係
人
議
決
権
行
使
排
除
」
商
経
法
論
叢
(
神
奈

川
大
)
一

O
巻
一
号
一

O
一
一
貝
(
昭
三
回
)
参
照
。

(
初
)
忠
口
本
・
前
掲
注

ω四
四
一
良
ο

(
幻
)
大
森
忠
夫
「
議
決
権
」
株
式
会
社
法
講
座
第
三
巻
九

O
九
頁
、
九
一
四

1
九

一
五
頁
(
昭
三
二
。

(
幻
)
菱
沼
・
前
掲
注
側
一

O
四
頁
、
問
・
〈
判
批
〉
判
例
評
論
一
五
二
号
三
八
頁

(
東
京
高
決
昭
和
四
六
年
三
月
二
五
日
高
民
集
二
四
巻
一
号
七
一
一
貝
は
議
決
権

排
除
制
度
の
下
で
設
例
に
お
け
る
C
は
特
別
利
害
関
係
人
に
あ
た
ら
な
い
と
し

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

た)。

(
お
)
土
口
本
・
前
掲
注

ω一
五
七
号
七
六

i
七
七
頁
。

(
鈍
)
今
井
・
前
掲
注

ω一
六
七
頁
、
喜
多
・
前
掲
注
川
間
二
九
頁
、
南
保
・
前
掲

注

ω二
二
頁
、
藤
原
・
前
掲
注

ω三一二
O
頁
。
最
判
昭
和
四
二
年
七
月
二
五

日
民
集
一
二
巻
六
号
一
六
六
九
頁
は
、
議
決
権
排
除
制
度
に
お
い
て
C
を
た
だ

ち
に
特
別
利
害
関
係
人
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

(
お
)
描
問
団
・
前
掲
注

ω一
三
六

1
二
二
八
頁
、
小
島
・
前
掲
注

ω二
三
二
頁
、

悶
・
前
掲
注

ω一
二
八
八
賞
、
山
君
原
・
前
掲
注

ω一
ニ
二
四

1
一
二
二
五
頁
。

(
訪
)
東
京
地
判
平
成
元
年
八
月
二
四
日
判
例
時
報
一
三
-
一
二
号
一
三
六
頁
及
び

こ
れ
を
支
持
し
た
上
告
審
最
判
平
成
五
年
一

O
月
五
日
資
料
版
商
事
法
務
一
一

六
号
一
九
六
頁
。

(
釘
)
龍
回
節
「
合
併
の
公
正
維
持
」
法
学
論
叢
八
二
巻
二
u
一
一
丁
四
号
二
八
三
頁

(
昭
四
三
)
、
竹
内
昭
夫
u
松
下
満
男
「
企
業
の
合
併
と
分
割
」
現
代
企
業
法
講

座
三
巻
四
三
回
頁
〈
竹
内
昭
夫
執
筆
部
分
〉
(
昭
六

O)。

(
柏
崎
)
前
掲
注
側
の
特
別
利
害
関
係
を
広
く
解
す
る
説
に
よ
れ
ば
無
効
事
由
説
と

の
差
は
小
さ
く
な
ろ
う
。

(
お
)
こ
れ
ら
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
美
光
・
会
社
判
例
百
選
[
第
五
版
]

一
九

0
1
一
九
一
頁
〈
平
四
)
参
照
。

(
紛
)
龍
田
・
前
掲
注

ω一
三
八
頁
、
安
井
・
前
掲
注

ω一
一
一
六
頁
、
鴻
ほ
か
・

前
掲
注
側
二
二
八
東
稲
葉
発
言
。

(
H
M
)

森
本
滋
・
新
版
注
釈
会
社
法
的
八
二
頁
(
昭
六
二
)
。
但
し
、
田
中
誠
二
・

三
全
訂
会
社
法
詳
論
下
巻
九
六
四
頁
(
平
六
)
は
客
観
的
に
合
理
的
理
由
を
要

す
る
と
し
、
そ
れ
を
欠
け
ば
決
議
取
消
事
由
と
な
る
と
す
る
。

(
必
)
諮
問
・
前
掲
注
側
同
館
所
。
鴻
ほ
か
・
前
掲
注

ω一一一一
0
1一
一
-
一
一
一
頁
江

頭
発
言
。

(
必
)
結
論
同
旨
、
今
井
・
前
掲
注

ω二
ハ
七
;
一
六
八
頁
、
南
保
・
前
掲

ω一

四
O
一二



二
問
員
、
安
井
・
前
掲
注

ω二
二
ハ
頁
、
藤
原
・
前
掲
注

ω一ニ一ニ
0
1一一一三一

頁
、
大
限
付
今
井
・
前
掲
注

ω一
一
九
資
。

(
川
判
)
前
掲
注
ω
1
M岬
の
各
文
献
参
照
。
小
橋
・
前
掲
注
側
一
八
二
貰
は
株
主
平

等
原
則
違
反
と
し
て
無
効
と
す
る
。

(
M
M
)

龍
回
・
前
掲
詮

ω一
一
ニ
八
真
、
出
口
・
前
掲
注

ω一
回

i
一
五
頁
。

(
M
W
)

龍
回
二
別
掲
注

ω一
一
ニ
八
頁
、
浜
田
道
代
「
閉
鎖
会
社
に
お
け
る
第
三
者

割
当
増
資
L

古
同
事
法
務
一
一
九
一
号
二
五
頁
(
平
一
克
)
。
尚
、
且
取
判
昭
和
三
五
年

一
月
一
二
日
商
事
法
務
研
究
一
六
七
号
一
八
頁
は
資
金
需
要
に
基
づ
か
な
い
増

資
決
議
が
良
俗
違
反
だ
と
主
張
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

(

円

引

)

穂

m
回
・
前
掲
注

ω二
二
七
頁
、
岩
膝
・
前
掲
注

ω一
ニ
二
四
頁
、
石
山
卒
磨
・

集
中
講
義
会
社
法
一
六

O
頁
(
平
六
)
。

〈
必
)
鈴
木
拘
竹
内
・
前
掲
注

ω一
一
一
七
二
頁
、
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
一
二
月
二
五

日
金
融
商
事
判
例
七
九
九
号
二
五
頁
。

(
必
)
関
係
・
前
掲
注

ω
コニ
1
一
二
一
一
頁
、
安
井
・
前
掲
注

ω二
一
七

1
二

一
八
頁
、
藤
原
・
前
渇
注

ω=三
八
真
。
大
隅
"
今
井
・
前
掲
注

ω一
一
九
頁
は

「
本
来
免
除
し
が
た
い
資
任
の
免
除
」
に
限
定
す
る
。

(
印
)
安
井
・
前
掲
注
仰
向
箇
所
。

(
口
出
)
神
国
・
前
掲
注

ω九
九
巻
二
号
二
九
六

1
二
九
七
頁
。
当
該
取
締
役
た
る

株
主
の
棄
を
除
い
た
発
行
済
株
式
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
あ
れ
ば
責

任
免
徐
効
は
生
ず
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(
沼
)
出
口
・
前
掲
没

ω一
一
一
二
八
頁
。

(
お
)
山
下
友
躍
で
新
版
注
釈
会
社
法

ω一
二
八
頁
{
平
二
)
。

(
日
)
龍
田
・
前
掲
注
印
一
一
一
八
支
。

(
日
)
菅
野
耕
毅
・
信
義
則
お
よ
び
権
利
濫
用
の
研
究
一

O
頁
(
平
六
)
参
照
。

(
泌
)
河
内
陸
史
「
取
締
役
解
任
の
訴
え
解
任
判
決
と
一
再
選
の
可
否
を
中
心
と

し
て

l
」
産
能
大
学
紀
要
一
一
巻
二
号
一
七
頁
(
平
二
)
は
設
例
で
不
当
決
議

四
O
四

を
肯
定
。
肯
定
説
と
し
て
、
喜
多
・
前
掲
注
川
間
二
八
頁
{
法
律
上
の
利
害
関
係

説
〉
、
出
口
・
前
掲
注

ω一
五
頁
二
一

0
1
一
一
一
一
員
(
株
主
の
誠
実
義
務
論
)
。

(
幻
)
安
井
・
前
掲
注

ω一
二
八
頁
は
不
当
決
議
を
肯
定
。

(
刊
抑
)
喜
多
・
前
掲
設
似
一
ニ

O
頁
、
安
井
・
前
掲
波

ω一
二
八
賀
、
山
口
幸
五
郎
・

新
版
注
釈
会
社
法
的
問
六
六
一
一
貝
(
昭
六
一
一
)
は
不
当
決
議
を
肯
定
。

(
閉
山
)
矢
沢
惇
・
商
法
の
判
例
[
第
三
版
]
六
二
頁
{
昭
五
二
)
参
照
。

(ω)
曲
縄
問
・
前
掲
注

ω一
四
三
一
員
、
南
保
二
別
掲
波

ω一
一
一
一
一
頁
、
安
井
・
前

掲
注

ω一
二
三
一
員
。
藤
際
・
前
掲
注

ω一
ニ
二
七
頁
は
疑
問
を
留
保
。
尚
、
大
阪

地
判
昭
和
三
八
年
一

O
月
一
六
日
下
民
集
一
四
巻
一

O
号
二

O
二
九
頁
参
照
。

(
町
山
)
安
井
・
前
掲
注

ω一
一
一
一
四
一
良
注
側
は
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
は
少
数
派
株
主

の
代
表
が
選
任
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
い
う
。

(
臼
)
龍

m-前
掲
注

ω一
一
間
三
頁
、
安
井
・
前
掲
注

ω一
一
一
一
時
員
、
前
掲
注
側

大
阪
地
判
昭
和
三
八
年
一

O
月
一
六
日
。
南
保
・
前
掲
注

ω一
二
五
頁
設

ω・

一
二
三
夏
、
藤
原
・
前
掲
設

ω=一
二
七
一
良
は
疑
問
を
憶
保
。
不
当
決
議
肯
定
説

と
し
て
、
浜
田
一
男
・
注
釈
会
社
法

ω一一一
O
二
頁
(
昭
四
一
一
一
)
、
喜
多
・
前
掲
法

制
問
一
一
八
貰
(
法
律
上
の
利
害
関
係
説
)
、
出
口
・
前
掲
注

ω一
一
一
一
頁
(
株
主
の

誠
実
義
務
論
)

0

(
山
田
)
簡
保
・
前
掲
注

ω一一一一一
1
一
二
三
頁
、
安
井
・
前
掲
注

ω二
一
四
頁
、

前
回
・
前
掲
注

ω二
五
九
1
二
六

O
頁
、
弥
永
・
前
掲
注

ω一
四
五
資
、
関
俊

彦
ム
京
社
法
概
論
一
二
六
頁
(
平
L

ハ
)
。
尚
、
取
消
肯
定
説
と
し
て
、
出
口
・
前

制開設

ω一一一一一
1
一
一
四
頁
(
株
主
の
誠
実
義
務
論
)
。

(
似
)
前
掲
注
側
の
判
例
は
動
機
・
目
的
の
不
法
は
決
議
を
無
効
と
し
な
い
と
判

示
(
通
説
)
。
大
阪
地
判
昭
一
一
一
五
年
一
月
一
回
目
下
氏
集
}
一
巻
一
号
一
五
頁
は
、

解
散
決
議
の
動
機
が
大
口
僚
権
者
を
害
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
と
し
て
も
決
議

は
無
効
で
は
な
い
と
判
示
。

(
侃
)
龍
田
・
前
掲
注

ω一
四
一
一
一
一
員
、
平
出
慶
送
・
新
版
注
釈
会
祉
法

ω一
六
賀



(
平
一
一
)
、
小
島
・
前
掲
注

ω一
一
一
八
九
頁
。
尚
、
橋
元
純
一
郎
「
会
社
解
散
決
議

に
お
け
る
株
主
、
債
権
者
、
従
業
員
の
利
益
調
整
」
六
甲
台
論
集
三
八
巻
四
号

一
五
四

1
一
五
八
頁
(
平
四
)
は
、
債
権
者
や
従
業
員
の
利
益
も
取
込
ん
で
い

く
立
場
か
ら
解
散
決
議
に
お
け
る
多
数
派
株
主
と
少
数
派
株
主
・
債
権
者
・
従

業
員
と
の
閣
の
利
益
調
整
を
考
察
し
、
会
社
が
危
機
に
直
面
し
て
い
る
場
合
を

決
議
の
追
加
的
要
件
と
し
、
こ
れ
を
充
た
さ
な
い
と
き
は
決
議
取
消
事
由
に
な

る
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

(
白
山
)
東
京
地
決
昭
和
六
三
年
六
月
二
八
日
判
例
時
報
一
二
七
七
日
守
一

O
六
頁
。

(
釘
)
河
和
哲
雄
「
議
決
権
行
使
禁
止
の
仮
処
分
ム
東
京
地
裁
昭
和
六
三
年
六
月
二

八
日
決
定
を
め
ぐ
っ
て
l
L

商
事
法
務
一
一
五
凶
号
三
四
頁
(
昭
六
三
)
。

(
山
田
)
今
井
宏

J
議
決
権
行
使
禁
止
の
仮
処
分
ム
束
京
地
裁
昭
和
六
三
・
六
・
二
八

決
定
(
国
際
航
業
事
件
)
を
中
心
に
J
姫
路
法
学
二
号
六
一
ニ

1
六
回
頁
(
平
一
元
)
。

(ω)
新
谷
勝
「
株
主
の
議
決
権
行
使
に
関
す
る
仮
処
分
と
議
決
権
の
濫
用
」
判

例
タ
イ
ム
ズ
七
七
一
号
一
一
一
一
員
(
平
間
て
青
木
浩
子
〈
判
批
〉
ジ
ュ
リ
ス
ト
九

九
七
号
九
六
頁
(
平
四
)
。

(
m
川
)
新
谷
・
前
掲
注
側
一
一
頁
。

(
冗
)
大
隅
健
一
郎
・
商
事
法
研
究
(
上
)
一
一
一
一
一
一
八
百
H

(

平
問
)
参
照
。
株
主
総

会
開
催
禁
止
の
仮
処
分
の
本
案
訴
訟
の
問
題
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

(η)
中
島
弘
雅
「
株
主
総
会
決
議
の
効
力
停
止
仮
処
分
」
竹
下
l
藤
田
編
・
裁

判
実
務
大
系
第
三
巻
一
一
一
頁
(
昭
六

O
)
。

(η)
新
谷
・
前
掲
注
側
一
一
頁
。
福
岡
高
判
昭
和
五

O
年
一
月
一
ニ

O
日
判
例
時

報
七
九
六
号
九
六
貰
は
、
特
別
利
害
関
係
の
有
無
(
従
っ
て
議
決
権
濫
用
に
よ

る
不
当
決
議
の
お
そ
れ
の
有
無
|
筆
者
注
)
は
個
々
の
議
案
と
の
関
係
で
具
体

的
に
決
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
示
し
な
い
特
別
利
害
関

係
の
主
張
は
採
用
の
限
り
で
は
な
い
と
述
べ
る
。

(
引
け
)
奥
島
孝
康
「
仕
手
集
団
に
よ
る
買
占
め
株
の
議
決
権
行
使
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
濫
用
と
排
除

問
。
七
号
一
一

O
頁
(
昭
六
三
)
。
新
山
雄
一
二
「
議
決
権
行
使
の
寸
濫
用
」
と
そ

の
法
的
効
果
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
国
際
航
業
事
件
を
契
機
と
し
て
」
専
修

法
学
論
集
六

O
号
一
頁
(
平
六
)
以
下
は
、
特
に
こ
の
点
を
問
題
と
す
る
。

(
お
)
龍
関
節
「
自
己
株
式
の
取
得
と
株
主
の
平
等
」
法
学
論
叢
二
一
一
四
巻
五
H

六

号
一
一
一
四
官
民
(
平
六
)
、
同
「
株
主
の
議
決
権
の
排
除
L

法
学
論
叢
六
凶
巻
三
号
七

五
1
七
八
頁
(
昭
一
一
一
一
一
一
)
。

(
町
内
)
前
田
昌
周
っ
平
成
六
年
商
法
及
び
有
限
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

要
綱
に
つ
い
て
〔
上
ピ
商
事
法
務
一
三
四
六
号
一
五
資
(
平
六
)
、
龍
田
・
前

掲
注
M
W
論
叢
一
一
二
五
巻
五
日
六
号
三
一

1
一
一
一
二
頁
。
英
国
で
は
決
議
取
消
請
求
権

は
救
済
方
法
と
し
て
実
効
的
で
は
な
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
英

国
で
は
従
来
株
主
の
議
決
権
排
除
を
知
ら
ず
、
取
締
役
会
に
お
け
る
利
害
関
係

取
締
役
の
議
決
権
排
除
の
延
長
と
理
解
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
示
。
司
2wMV江口

円
笠

2
え
玄
。
分
ヨ
ゎ
。
ョ
古
田
口
可
「
宮
司
M
H

∞白

N
5
3
5
&・
S
S
)
)
。

(η)
土
口
戒
修
一
「
平
成
六
年
商
法
改
正
法
の
解
説
[
5
]
L

商
事
法
務
一
三
六
五

号
一
三
頁
(
明
工
ハ
)
参
照
。

(
河
)
浜
街
道
代
寸
非
公
開
会
社
の
自
己
株
式
取
得
規
制
の
緩
和
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
O
二
九
号
二

O
頁
(
平
五
)
。

(
乃
)
龍
国
・
前
掲
注
間
前
嗣
叢
二
ニ
五
巻
五
日
六
号
閲
七
頁
は
裁
判
所
の
関
与
の
強

化
を
主
張
。

(
凶
仰
)
打
。
ョ
古
田
口
一

g
〉
円
片
足
∞
印
・
司
コ
コ
(
U
Y
〈
戸

ω
g
h
F
(
N
)
'

(
創
)
龍
田
・
前
掲
、
校
側
論
叢
一
三
五
巻
五
ム
ハ
号
一
一
一
四
頁
。
尚
、
英
国
会
社
法
で

は
売
却
予
定
株
式
に
つ
い
て
の
み
議
決
権
が
排
除
さ
れ
、
残
り
の
保
有
株
式
に

つ
い
て
は
議
決
権
の
行
使
を
認
め
る
よ
う
で
あ
る
お
『
同
ユ

2
司
2
5
除

去
O
門
部
-
ゎ
。
ロ
ゼ
白
ロ
可
戸
問
者
N
H
H
{

に円
F
E
S
S
)
)
。

(
幻
)
東
京
地
判
昭
和
四
八
年
二
月
一
六
日
下
民
集
二
回
巻
一

i
m号
九
六
一
員
参

照
。
一
九
八
五
年
英
国
会
社
法
一
六
四
条
五
頁
示
。
ョ
官
同

E
g〉
2
5
g
L
Jぐ唱

四
O
五



四
O
六

ゎ
Z
P
ω
H
2
3
}
)
も
因
果
関
係
が
切
断
さ
れ
る
場
合
を
決
議
取
消
事
由
か
ら
除

外
し
て
い
る
(
旬
。
百
出
回
出
問

g
p
ゎ
D
B官
三
、
円
曲
者

H
S
S
§
E
-
5
8
}
)
。

(
m
m
)

福
岡
・
前
掲
注

ω四
六
頁
、
神
田
・
前
掲
注

ω九
九
巻
二
号
二
八
七

1
一一

八
八
頁
、
官
問
鳥
正
夫
「
商
法
・
監
査
特
例
法
の
改
正
」
受
験
新
報
コ
二
巻
八
号

六
回
頁
〈
昭
五
六
)
、
安
井
・
前
掲
注

ω二
二
六

1
二
二
七
頁
、
藤
原
・
前
掲
注

ω一一一一二一
1
三
一
ニ
二
頁
。
尚
、
竹
内
昭
夫
・
会
社
法
の
理
論

n=二
頁
(
昭
五

九
)
参
照
。

(
平
成
六
年
一
一
月
二
九
日
脱
稿
)

[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果

の
二
郎
で
あ
る
。

竹
内
昭
夫
先
生
、
平
出
慶
道
先
生
に
は
指
導
教
官
と
し
て
公
私
に
わ
た
り
暖
か

い
ご
指
導
を
賜
わ
り
、
深
く
感
謝
・
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
学
窓
に
儀
か
で
も
報
い

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
研
究
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
大
学
院
博
土
】
諜
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)


